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アルコ ー ルが哀蒻発して空気とi昆ざり合い、そこ
に火をつけると 一気に燃焼（爆発）する。かなり
大きな臼がして、ケー ス木体が飛ぶので、ダイナ
ミックでおもしろい。

- [準備物］
O材 料
。塩ビ管（内径13mm、長さ7 cm又2本）

(T字接紬13用）

（太さの違う管をつなぐための按読
[20 X 13] と表示）

。圧壇索子
。フィルムケース

。リー ド線(23cm X 2) • 両鋲
• ア］レコ ール（燃料Jjj)

O道 具

，瞬間接右剤 。セロテープ

。きり又はドリル

② （内径13mm、長さ7 cm)の中央に直径2 mmの

穴を間ける。

1 部品の製作
(1) 塩ビ管の加工。

① （内径13mm、長さ7 cm)と(T字接続13用）を接
続して下図の位置に直径5 mmの穴を開ける。

2 mm 

(2) 圧軍素子にリ ー ド綜をつける。

事加に、リ ー ド線の両端の皮ははいでおく。

! -- I 糸累

(3) フィルムケー スの加工。

2 アルコ ー ル鉄砲を作る
(1) 圧電素子を穴に差し込む。
「-------。［注 意J ----------------------------------------------------

！穴の中に圧電素子が人ってしまうようなら、
: セロテ ー プを巻いて、厚さを調節する。
'------------------------------------- ---------------------------------------' 

6
 



セロテ ー プで厚さをちょうせつする

(2) リ ー ド線を先からだし、塩ビ管を組み立てる。

(3) 画鋲にリ ー ド線を巻きつける。

(4) フィルムケ ー スのふたの中央に画鋲をさす。

もう1本のリ ー ド線も穴から出す。

［注 意］

※ふたと塩ビ管を瞬間接着剤ではりつける。

(5) 圧電素子を押して、 火花がでるか調べる。

［注 意］

3 アルコ ール鉄砲で遊ぶ。

(1) アルコ ールを十分しめらせた脱脂綿でフィル

ムケ ー スの内側をふく。（ほんの少しのアルコ ー

ルが入る。）

アルコ ー ルを含んだ脱脂綿

(2) ケ ー スとふたをつける。

［注 意］

。ふたと塩ビ管を結びつけている瞬間接着剤

が取れないように、 気を付けながら取りつ

ける。

(3) まとに向かってうつ。
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